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令和元年度 支え合いの地域づくり講演会 開催結果 

 

開催日時：令和元年６月 23 日（日）14 時～16時 

開催場所：総合福祉会館５階ホール 

テーマ：今後の少子高齢化の進行と人口減少の課題について、地域のつながりを基盤とした支え合いの

必要性をお話しいただいた。また、健康寿命の延伸に向けては、社会参加が重要であることを、

フレイル予防の観点から講話いただいた。 

講師：ご近所福祉クリエイション 主宰 酒井 保 氏 

 

１ 参加者について 

（１）参加者数 

    当日参加者数…121 名 

    アンケート回収数…114 名（回収率 94.2％） 

 

（２）参加者の居住地域について 

 

その他（６）、未回答（15）を除く 

 

（３）参加者の年代 

 

 

40代 50代 60代 70代 80代 90代以上 未回答

参加者数 7 10 29 57 9 1 8
割合 6% 8% 24% 47% 7% 1% 7%

資料 １ 
第２回 よこすか地域 

支え合い協議会 

令和元年８月６日 
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２ 講演会について 

（１）講師の講話について 

 

 

（２）講演会の満足度について 

 

 

 

３ 支え合い活動について 

 

現在、実際に
取り組んでいる

是非、
取り組みたい

機会があれば、
取り組みたい

取り組むことは
難しいが、
応援したい

取り組みたいと
は思わなかった

未回答

回答者数 31 35 28 18 0 9
割合 26% 29% 23% 15% 0% 7%
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４ アンケートの自由記述について 

講演会について 回答数 内容 

肯定的意見 56 ・「参考になった」、「分かり易かった」、「勉強になった」等、講

演内容に関する肯定的なご意見 

・「支え合い」、「社会性」、「つながり」、「暮らしぶり」の大切さ

について 

・「運動」、「フレイル予防」等、自助について 

・子どもの参加の必要性について 

・専門職の枠を越えた連携について 

マイクに 

関すること 

９ ・マイクの音量の調節、要約筆記の必要性について 

町内会に 

関すること 

４ ・町内会で支え合い活動を進める方法について 

・町内会へのアプローチの必要性について 

講演会・ 

出前トークの要望 

５ ・第２回、第３回の要望について 

・高齢福祉課による出前トークの要望について 

・高齢、認知、障害等を持つ方の共生について講演会、等 

地域活動に 

関する要望 

 

３ ・地域活動の評価についての要望 

・生活支援コーディネーターと協議体の役割の明確化について 

・支え合い団体の運営方法など、詳しい紹介について 

疑問点 ５ ・孤独死への対策について 

・支え合い活動の地域への波及方法について 

・通いの場の運営方法について（担い不足への対策等について） 

・サロンの参加を促す方法について 

・ケアマネージャーと民生委員のつながりについて 

 

 

５ 今後の情報提供希望者について 

 53 名から、今後の市が主催する講演会や研修会に関する情報提供の希望があった。 

 今後は、支え手養成研修会や介護予防サポーター養成講座など各種の情報を提供していく。 

40代 50代 60代 70代 80代 90代以上 年代不明 計
現在、実際に取り組んでいる 1 1 6 20 2 1 31
是非、取り組みたい 3 2 11 17 2 35
機会があれば、取り組みたい 2 3 9 11 2 1 28
取り組むことは難しいが、
応援したい 1 1 5 8 3

18

取り組みたいとは思わなかった 0 0 0 0 0 0

7 7 31 56 9 1



令和元年度 支え合い活動 育成支援の展開

目的 内容 回数 備考

周知啓発
支え合いの
地域づくり
講演会の開催

年１回

６月23日（日）実施済み

・広く市民に対して、支え合い活動の必要性を普及啓
発することを目的とした。

・アンケートの結果より、情報提供希望者へは、今後
の各種講座など、支え手養成研修や支え合い団体の
情報提供を行う。

人材育成
支え手養成
研修の開催

２日間×
２地域

大津地域（10月）、田浦地域（12月）で実施予定

・１地域２日間の研修
・支え合い活動に関心のある市民を活動開始につなぐ
ことを目的とする。

・希望者に対しては、既存団体へのマッチングを行う。
・第２層生活支援コーディネーターと連携し、その後
のフォローを行う。

団体運営
支援

支え合い団体
学習会の開催

年１回

10月９日（水）実施予定

・支え合い活動の質を向上することを目的とする。
（緊急時の対応、剪定の安全実施の方法など）

支え合い団体
情報交換会の

開催
年１回

日時調整中

・支え合い団体間の情報を交換することで、活動の質
を向上したり、団体相互の連携を高めることを目的
とする。

サポート
全般

相談窓口
の整備

随時

・高齢福祉課を窓口とし、サポートセンターと協力し
て相談体制を整備する。

・団体の立ち上げ、参加に関する相談や補助金制度の
案内等、支え合い活動に関する全般的なフォローを
行う。

【展開のイメージ】

活動の充実度

活動への参加度

団体運営支援
（情報交換会
＆学習会の実施）

人材育成（支え手養成研修の開催）

（既存の活動）周知啓発（講演会の開催）

サポート全般（相談窓口の整備）

参考


